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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

香川県高松市 栗林公園 小
石
川
後
楽
園 

ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
十 
 

長
男
が
家
督
を
継
ぐ
の
が
一
般
的
だ
っ
た
時
代
、
水
戸
家
二
代
目
藩
主
に

な
っ
た
の
は
、
三
男
の
光
圀
公
で
し
た
。 

 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
長
男
の
頼
重
公
が
初
代
藩
主
と
し
て
赴
い
た
高

松
藩
、
そ
の
後
も
水
戸
家
と
の
固
い
繋
が
り
の
中
で
、
歴
代
藩
主
が
丹
精
込

め
て
造
り
上
げ
た
庭
園
、
栗
林(

り
つ
り
ん)

公
園
で
す
。 

 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

お正月のお楽しみ 

ホームページ 検索→庭園へ行こう 見てね！ 

小石川後楽園「大名庭園でお正月」 
 期間:１月２日(木)～１月３日(金) 
 内容:新しい一年の始まり、大名庭園で楽
しい時間をお過ごし下さい。 
●神田囃子･寿獅子(1/3･金) ●懐かしい

正月遊び(各日･雨天中止) ●記念撮影コー
ナー(各日･雨天中止) ●軽飲食の販売、庭
園ガイド等、詳細はチラシ、ＨＰ等でご案内
をしております。 
◇◇年末年始休園日のお知らせ◇◇ 
 休園日:１２月２９日(日)～１月１日(水) 
上記日程にて休園させて頂きます。 

小
さ
な
雑
記 

 

「
近
所
に
何
十
年
も
住
ん

で
い
た
の
に
、
一
度
も
来
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
。」 

そ
ん
な
お
声
を
時
々
頂
き
ま

す
。 

 

お
引
越
し
を
さ
れ
て
、
久

し
振
り
の
上
京
、
懐
か
し
い

か
ら
前
に
住
ん
で
い
た
所
に

行
っ
て
み
よ
う
か
。
の
ん
び

り
と
散
歩
を
さ
れ
て
い
た
ら

〝
あ
れ
あ
れ
っ
、
こ
こ
は

何
？
〟
な
、
感
じ
で
し
ょ
う

か
。 

 

「
前
か
ら
こ
の
場
所
だ
っ

た
？
」「
ハ
イ
、
江
戸
時
代
か

ら
此
処
に
ご
ざ
い
ま
す
。」 

 

ご
近
所
で
し
た
ら
、
お
寝

坊
さ
ん
で
も
、
遠
く
ま
で
出

か
け
な
く
て
も
、
紅
葉
、
桜
、

花
菖
蒲
な
ど
四
季
折
々
に
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
今

度
の
お
休
み
に
で
も
、
ぜ
ひ
、

ご
家
族
で
お
出
か
け
下
さ
い

ま
せ
。 

 

小
石
川
後
楽
園
・
職
人
の
仕
事 

【
伝
統
技
能
『
雪
吊
り
』
の
巻
】 

 

 小石川後楽園の職人たちの仕事 
は、庭園を最高の状態に保つこと 
だけではありません。自分が身につ 
けた伝統技能を、後輩職人へはモ 
チロン、多くの方に伝えることもその 
一つです。 
 雪吊りは積もった雪の重みで枝が 
折れたり、樹木の形が崩れるのを防 
ぐため、縄で吊り込み、枝への負担 
を少なくするためのものです。 
 雪の多い地方では実用的に造られていま
すが、東京の様に雪の少ない地域では、本
来の目的以上に、冬の庭園に趣を添える役
割も果たしています。当園でも冬の風物詩と
して、毎年お楽しみ頂いております。 
 園内にある何本かの大きな松に施された
雪吊りは、その樹形に合わせてそれぞれが美
しくご覧頂けるように仕上げました。 
 伝統的な職人技を、ぜひ、ご覧ください。 
 
 

 

 
 

 

秋
が
深
ま
り
、
今
年
も
小
石
川
後
楽
園
の
木
々
た
ち
が
、
艶

や
か
な
姿
を
ご
披
露
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
園

を
頂
き
、
有
難
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

園
内
で
は
冬
の
風
物
詩
、
松
の
雪
吊
り
も
終
わ
り
、
こ
れ
か

ら
は
、
冬
の
色
が
ど
ん
ど
ん
と
濃
さ
を
増
し
て
行
き
ま
す
。
寒

さ
に
縮
む
体
を
少
し
伸
ば
し
て
見
上
げ
て
頂
き
ま
す
と
、
山
茶

花
が
ひ
ら
ひ
ら
と
可
憐
な
姿
で
咲
い
て
い
ま
す
。 

 

年
末
、
お
正
月
、
節
分
・
・
・
こ
の
冬
は
、
ど
ん
な
景
色
を

ご
覧
頂
く
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
？
風
情
の
あ
る
冬
の
庭
園
に

も
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
ま
せ
。 

11 月 23 日撮影 良く晴れて、大泉水の中に新しい世界が誕生。“世界中の幸せの源は、 
もしかして此処かもしれないな”なんて思えるキラキラした朝でした。 

 
 １６世紀後半、当地の豪族佐藤氏によって築庭された
のが、栗林公園の起こりといわれる。 
 その後、生駒氏から初代高松藩主の頼重公に引き継が
れ、初代から五代目まで約百年をかけて完成した。 
 明治維新までの２２８年間、松平家の下屋敷として使
用され、明治８年、県立公園として一般に公開される。 
 紫雲山を借景に広がる雄大な風景は、世界的にも高い
評価を受けている。 

 

 政治的な理由があったとも伝わる三男･光圀公の 
藩主指名、小説『光圀伝』(作:冲方丁)の中で、“長 
男ではない自分が何故…”と思い悩み、時に反抗的な態度もみせ
る光圀公に対し、長男･頼重公は大きく包み込むように接します。 
 その後も、光圀公の長男が高松藩主に、頼重公の長男が水戸藩
主にと、二つの家は固く繋がってきました。この大きな空間には、
そこに繰り広げられた親子や兄弟の歴史や物語も、たくさん詰ま
っているようです。 
 「県外のお客さんは、なかなか“栗林”を“りつりん”と読ん
でくれないんですよ。」これは、この庭をこよなく愛する庭園ボラ
ンティアガイドさんの談。訪ねたのは、ライトアップ期間開始の
日、園内ではすっかり準備も整い、あとはお客さんを待つばかり
の状態です。多くが予定されている県外からのお客様“もっとも
っと知名度が上がると良いな！”と願います。 
 そして香川県といえば…ちょっと欲張って、ちくわと煮玉子の
天ぷらをトッピングした讃岐うどん、さすがに“うどん県”的な
美味しさでした。 
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